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論 文 内 容 の 要 旨

Kを有限次代数体,JxをKのイデール群,CE-JE/Kxをそのイデール摂群とするO

病体論算術化の過程に於て,Tateは JKおよび CEのガロワコホモロジー群を決定した. 棟体論の帰着

として, Kの最大ア-ベル拡大のK上のガロワ群は CE をその連結成分 DEで割って得られる剰余群

CE/DEと同型であるO最近の研究 (例えば吉田敬之による)に於て,CE/DE自身のガロワコホモロジー

を知る必要が生じた｡申請者は参考論文(1)に於て,複雑な計算の末,CE/DEのガロワコホモロジー群,

Hp(G,CE/DE)を p≧0に対して決定したo

申請論文に於て,申請者は,上記 Tateの結果,中山正による高次元 (トーラス群)-の拡張,及片山

(1)の結果を (重要な部分は)全て含包する統一的方法を示した｡

着想は原理的には単純で,次のような短完全系列よりなる3×3図形を考える:

0 0 0

J J I

O→ Al-ケA2- A3-ナO

J J J

O→ Bl- B2- B3- O

J J J

O->C1- C2- C3- O

J J J

O 0 0

この9つのG加群のうち,2つがコホモロジカルに自明である場合,コホモロジー群の間に同型関係が

得られる場合がある｡そのような場合 (本質的には,7通りの場合がある)を全て尽し,上記の今迄に得

られた結果は全て,その特殊な場合となっていることを示した｡従って諸結果の証明の本質的部分は,問

題の加群に対して適当な自明加群 (例えば,アルティソの分解群)を見出して,それを上の3×3図形に

埋めこむことにあるわけである｡
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結果は明快であるが,証明及応用に際しては,却々微妙な点を含む,応用も広く,十分評価できる結果

である｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請論文は,申請者自身による重要な結果 (参考論文(1))の複雑な証明を一般化し,見通しのよい証明

を与えると同時に,従来整数論に於て重要と考えられていた且つ証明の困難な諸結果が,殆んど全て,基

本的に同一な手法によって得られることを示したものである｡この結果は応用も広く,評価できるもので

ある｡ また Mappingconeの手法を用いることにより,更に自然で,応用のより広い形に発展すること

も期待されている｡

また,申請者は トーラスの玉河数に関する,小野孝氏の予想を解決 (参考論文(3))するなど,コホモロ

ジー論の応用面でも,力量を示している｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,主論文及び参考論文に報告されている研究業績を中心とし,これに開通した研究分野について試

問した結果,合格と認めた｡
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